
　八女市役所で12月17日㈭、３台の消防団車
両の引渡式が行われました。市長から「地域の防
災に、より一層努めてください」とのあいさつが
ありました。式終了後に地元団員へ新車両および
装備品の取扱説明がありました。団員たちは口頭
での説明の後、実際に新しく配備された機材を用
いて、一つ一つ操作手順を確認しました。
《配備先等》▽八女支団第５分団　消防ポンプ自
動車▽黒木支団支団本部　指令車▽星野支団第
２分団　小型ポンプ積載車

　第69回全国茶品評会の玉露の部で農林水産
大臣賞を受賞した井上一美さん（上陽町）が1
月21日㈭市長を訪問しました。井上さんは「一
生に一度は全国一を取りたいと思っていました。
お茶の時季には子どもや孫も加勢に来てくれて
いて、家族全員大変よろこんでいます。地域の
玉露仲間もみんなで教え合っており、皆さんに感
謝しています。これからも頑張っておいしいお茶
を作り続けていきたい」と喜びを語りました。

　
立
花
中
学
校
で
１
月
19
日
㈫
親

子
ふ
れ
あ
い
陶
芸
教
室
が
開
か
れ
、

１
年
生
30
人
が
保
護
者
と
一
緒
に
陶

芸
を
楽
し
み
ま
し
た
。
指
導
に
あ

た
っ
た
の
は
男
ノ
子
焼
の
里
保
存
会

の
皆
さ
ん
。
生
徒
た
ち
は
あ
ら
か
じ

め
練
っ
て
あ
る
土
を
使
っ
て
、
自
由

な
発
想
で
お
皿
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
教
室
の
中
は
一
緒
に
作
業
す

る
親
子
の
姿
や
、
我
が
子
の
作
業
を

温
か
く
見
守
る
保
護
者
の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。「
自
分
で
作
っ
た
お
皿

で
食
べ
る
の
が
楽
し
み
」
と
生
徒
た

ち
。
保
護
者
も
「
子
ど
も
と
よ
い
ふ

れ
あ
い
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
作
っ
た

作
品
は
、
し
ば
ら
く
乾
か
し
た
あ
と

男
ノ
子
焼
の
里
の
登
り
窯
で
焼
き
、

４
月
末
の
「
れ
ん
げ
ま
つ
り
」
に
展

示
さ
れ
る
予
定
で
す
。
親
子
で
作
り

上
げ
た
力
作
、
ど
ん
な
お
皿
が
で
き

上
が
る
の
か
楽
し
み
で
す
ね
。

　
男
性
16
人
が
参
加
し
て
１
月
19
日
㈫
、

男
女
が
輝
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
め
（
下
川

京
子
代
表
）
主
催
の
『
男
子
厨
房
に
入

ろ
う
』が
お
り
な
す
八
女
で
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
食
育
を
兼
ね
た
食
事
を
提
供

し
て
い
る
『
ハ
ッ
ピ
イ
キ
ッ
チ
ン
』
の
皆

さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
ぶ
り
大
根
、
具
だ

く
さ
ん
味
噌
汁
、
里
芋
と
ひ
じ
き
の
和
風

サ
ラ
ダ
を
作
り
ま
し
た
。「
誘
わ
れ
て
参

加
し
ま
し
た
。
自
分
で
作
る
と
一
段
と
お

い
し
い
で
す
ね
」
と
参
加
者
の
男
性
。

　
下
川
代
表
は
「
皆
さ
ん
や
る
気
が
あ

り
、手
ぎ
わ
が
良
く
て
感
心
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
中
で
男
性
は
女
性
と
比

べ
て
孤
立
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
、
人
と

の
ふ
れ
あ
い
は
大
事
。
男
性
も
こ
の
よ
う

な
場
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新しい消防車両が消防団へ配備

玉露日本一を市長に報告

自
分
で
作
る
と
一
段
と

お
い
し
い

親
子
で
仲
よ
く
お
皿
を
作
っ
た
よ

喜びの井上さん（右から２番目）

自由な発想でお皿を作りました

ハッピイキッチンの皆さんの指導で楽しく調理新しい消防車両の説明を受ける

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる

 交流都市 八女

2016
[平成28年] 2.15 No.1086

■ 編集・発行 八女市役所 秘書広報課　TEL 0943（23）1110　FAX （22）2186
  〒834-8585　福岡県八女市本町647番地　■ 株式会社 東兄弟

八女市公式 HP http://www.city.yame.fukuoka.jp/　E-mail mail@city.yame.fukuoka.jp

広報



　
八
女
市
矢
部
地
区
観
光
物
産
交
流
施
設
は
昨
年
10
月
に

愛
称
の
募
集
を
行
い
、
３
０
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
愛
称
を
「
杣
の
さ
と
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

八
女
市
矢
部
地
区
観
光
物
産
交
流
施
設
は
、
観
光
情
報
を

発
信
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
特
産
品
を
取
り
そ
ろ
え

た
物
産
ス
ペ
ー
ス
、
地
元
の
料
理
を
提
供
す
る
食
事
ス
ペ
ー

ス
、
来
館
者
が
休
憩
し
、
く
つ
ろ
げ
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
や

ト
イ
レ
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、八
女
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

◦
愛
称
応
募
者
＝
井
手
忠
さ
ん
（
八
女
市
忠
見
）

◦
命
名
の
理
由
・
コ
メ
ン
ト
＝

「
矢
部
と
い
え
ば
大
杣
公
園
、
杣
の
里
渓
流
公
園
、
杣
人
の

家
な
ど
、『
杣
』
が
最
も
適
し
た
一
語
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今

ま
で
の
知
名
度
を
活
か
し
て
、
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ

て
ほ
し
い
で
す
」

　
八
女
市
矢
部
地
区
観
光
物
産
交
流
施
設
「
杣
の
さ
と
」

は
３
月
26
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
そ
ろ
い
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
財
政
課
（
☎
２
４
・
９
０
０
９
）

八
女
の
魅
力
再
発
見

「
上
陽
よ
か
と
こ
ツ
ア
ー
」

　
八
女
市
に
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

「
よ
か
と
こ
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

地
元
自
慢
の
「
う
ま
か
も
ん
」
や
、知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
「
よ
か
と
こ
」

を
皆
さ
ん
で
め
ぐ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
、
上
陽
エ
リ
ア
を
企
画
し
ま

し
た
。
上
陽
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
石

橋
め
ぐ
り
や
、
水
車
場
見
学
、
い
ち

ご
大
福
作
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昼
食
は
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

で
召
し
上
が
り
、
自
慢
の
大
浴
場
で
の

ん
び
り
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
頃
の

疲
れ
を
癒
し
に
上
陽
町
に
き
て
み
ま
せ

ん
か
。

◦
対
象
者
＝
黒
木
エ
リ
ア
に
お
住
ま
い

の
人

◦
実
施
日
＝
３
月
８
日
㈫

◦
集
合
場
所
＝
黒
木
支
所

◦
集
合
時
間
＝
９
時

◦
内
容
＝
石
橋
め
ぐ
り
、水
車
場
見
学
、

い
ち
ご
大
福
作
り
な
ど

◦
参
加
料
＝
３
０
０
０
円
（
予
定
、
昼

食
・
体
験
料
含
む
）

◦
募
集
人
員
＝
20
人

◦
解
散
時
間
＝
16
時
30
分
（
予
定
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
産

業
経
済
課
（
☎
４
２・１
１
１
５
）

※
ツ
ア
ー
内
容
・
参
加
料
は
、
都
合
に

よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
の
窓
口
に
チ
ラ

シ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

上
陽
エ
リ
ア
ツ
ア
ー

八
女
市
矢
部
地
区
観
光
物
産
交
流
施
設

　「
杣
の
さ
と
」に
決
定

愛
称

八女市矢部地区観光物産交流施設「杣のさと」イメージ

日向神ダムの桜

八女津媛神社浮立

黒木エリアに
お住まいの人が

上陽エリアを
めぐります

3/26㈯
オープン！
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広報やめ　2016.2.153

　個人番号カードの交付では、暗証番号を入力いただくな
どの手続きをする時間が必要です。時間に余裕を持ってお
越しください。また、お越しになる前に暗証番号を準備いた
だきますようよろしくお願いします。混雑したときは、多少
お待ちいただくことになりますことを予めご了承ください。

Ａ
住基カード（写真付）、運転免許証、運転経歴証明書（交付年月日が平成 24 年 4 月1日以降のもの）、旅券、身体
障害者手帳、療育手帳、在留カード　など

Ｂ
健康保険証、後期高齢者医療被保険者証、介護保険被保険者証、医療受給者証、社員証、学生証、在学証明書、
預金通帳、など。ほかに、海技免状、電気工事士免状、無線従事者免許証　など

マイナンバー個人番号カード（顔
写真付き）の交付が始まりました

申請によって作成された個人番号カードは、市が受け取った後にカードの検査を行い、
交付の準備ができしだい、申請者あてへ交付通知書（はがき）を送付します。

問い合わせ＝市民課市民係（☎23・1115）

▼ 個人番号カード交付・電子証明書発行通知書兼照会書（はがき）の様式

　交付通知書（はがき）の表面にある目隠しシー
ルをはがすと交付場所が記載されています。個人
番号カードの受け取りには申請者本人がお越しく
ださい。病気や身体の障害などやむを得ない理由
で個人番号カード交付場所へお越しになることが
難しい場合に限り、代理人にカードの受け取りを
委任することができます。（ご不明な点は事前に
お問い合わせください）  

※他の本庁・支所でお受け取りになりたい場合は、
お越しになる予定日の3日前までにご連絡ください。
※お越しになるときは本人確認書類や手続きに必
要な書類等を忘れないようにご持参ください。

▼  受け取りに必要な書類等

▼  本人確認書類

申請者本人がお受け取りになる場合 代理人がお越しになる場合
◦交付通知書（はがき）
◦マイナンバー通知カード
◦本人確認書類【下記のＡを１点、またはＢを
２点】
◦住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
※ 15 歳未満の人または成年被後見人の人は、
法定代理人が同行ください。本人確認書類は、
両方とも同様に必要になります。また、戸籍謄本
や資格を証明する書類をご持参ください。（15 歳
未満の者で同一世帯の親の場合は不要）

　※仕事多忙や通学の理由では、代理人の受け取りはできません。
　◦交付通知書（はがき）
　◦マイナンバー通知カード
　◦申請者の本人確認書類【下記のＡを２点、またはＡ・Ｂを１点ずつ、
　またはＢを３点（うち写真付き１点以上）】
　◦代理人の本人確認書類【下記のＡを２点、またはＡ・Ｂを１点ずつ】
　◦代理権の確認書類【交付通知書（はがき）裏面の委任状欄に記入押印】
　◦申請者本人がお越しになれないことを証明する書類【診断書、申請
　者の障害者手帳、施設に入所している事実を証する書類】
　◦住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

　市へ返戻された通知カードは、3 月
１日㈫から 31日㈭までは本庁で保管
します。各支所での受け取りを希望さ
れる方や受け取りに必要な書類など
は、事前に電話でご確認ください。

マイナンバーの通知カードを
受け取っていない方へ

市民課市民係 ☎ 23・1115はがす 必要に応じ再利用

ご記入
ください

委任される
場合はこち
らもご記入
ください
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３月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥

たけのこ入り具だくさん豆腐ポタージュ

これからが旬のたけのこや地元野菜
をたっぷり使ったヘルシースープ☆

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

【材料】（4人分）　
◦絹ごし豆腐�200ｇ（２/３丁）
◦ゆでたけのこ（八女産）�80ｇ
◦ブロッコリー�80ｇ
◦タマネギ�80ｇ
◦ニンジン�60ｇ
◦エリンギ�50ｇ（1/２パック）
◦鶏ささみ�１本　
◦だし汁（かつお節、昆布）�550ｍｌ
◦スキムミルク�大さじ１と1/2
◦塩�小さじ1/3
◦洋こしょう（白）�少々

【作り方】
① ニンジンは7㎜角の棒状に切
る。タマネギはくし形に切る。
ゆでたけのことエリンギは縦に
薄切りにする。ブロッコリーは小
房に分けてゆでる。ささみはす
じを取り除く。
② 鍋にだし汁、ニンジン、タマ
ネギ、たけのこ、エリンギ、塩
を入れて火にかけ、煮立ったら
鶏ささみを加え、野菜が柔らか
くなるまで煮る。
③ ②の野菜とささみは取り出し、ささみは４つに裂いてお
く。ささみ、野菜はブロッコリーと共に器に盛り付けておく。
④ 残りのスープに小さめに切った豆腐を加え温める。ミ
キサーにかけてなめらかにし、スキムミルクと洋こしょう
を入れ混ぜて溶かす。再度温めたら、③に注ぐ。

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

78Kcal
8.6g
1.8g
8.4g

465mg
66mg
41mg
0.7mg

3.0g
0.5g

1人分あたりの栄養価

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
定
期

接
種
化
さ
れ
、
対
象
者
の
皆
さ
ん
に

は
個
別
通
知
を
お
送
り
し
ま
し
た
が

接
種
は
お
済
み
で
す
か
。

公
費
助
成
期
間
は
平
成
28
年
３

月
31
日
㈭
ま
で
で
、
４
月
１
日
以
降

の
接
種
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相

談
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
年
齢
（
平
成
28
年
３
月
31

日
現
在
）

▽
65
歳
（
昭
和
25
年
４
月
２
日
生

～
昭
和
26
年
４
月
１
日
生
）

▽
70
歳
（
昭
和
20
年
４
月
２
日
生

～
昭
和
21
年
４
月
１
日
生
）

▽
75
歳
（
昭
和
15
年
４
月
２
日
生

～
昭
和
16
年
４
月
１
日
生
）

▽
80
歳
（
昭
和
10
年
４
月
２
日
生

～
昭
和
11
年
４
月
１
日
生
）

▽
85
歳
（
昭
和
5
年
４
月
２
日
生

～
昭
和
6
年
４
月
１
日
生
）

▽
90
歳
（
大
正
14
年
４
月
２
日
生

～
大
正
15
年
４
月
１
日
生
）

▽
95
歳
（
大
正
9
年
４
月
２
日
生

～
大
正
10
年
４
月
１
日
生
）

▽
１
０
０
歳
（
大
正
4
年
４
月
２

日
生
～
大
正
5
年
４
月
１
日
生
）

◦
接
種
回
数
＝
１
回

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

（
23
価
肺
炎
球
菌
莢
膜
ポ
リ
サ
ッ
カ

ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
）
を
接
種
し
た
こ

と
が
あ
る
人
は
、
公
費
助
成
対
象

外
に
な
り
ま
す
。

◦
接
種
期
間
＝
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で

◦
接
種
費
用
＝
３
５
０
０
円

※
生
活
保
護
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
接

種
の
際
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
医

療
機
関
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
生
活
保
護
受
給
証
明

▽
福
祉
課
生
活
支
援
係
で
発
行

②
高
齢
者
予
防
接
種
費
用
免
除
証

明▽
本
庁
健
康
推
進
課
、
各
支
所
市

民
生
活
福
祉
課
で
発
行

③
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

▽
有
効
期
限
内
の
も
の

④
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用・

標
準
負
担
減
額
認
定
証

▽
有
効
期
限
内
の
も
の

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保

健
指
導
係
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

高齢者用肺炎球菌予防接種
対象者はお早めに！

たけのこ

について

竹の地下茎が伸びてきた、若くて柔らかい部分が「たけのこ」。地上に芽
が出て約１０日（一旬）で竹になってしまうので、“ 筍 ” になったと言われ
ることもあります。“ 雨後の筍 ”という言葉もあるように、生命力にあふ
れた春の料理に欠かせない食材です。

野菜を目標１日350ｇ食べるために
毎日「あと一皿70ｇの野菜を！」

公
費
助
成
期
間
は

３
月
末
ま
で
で
す

八女市食生活改善推進会のレシピです
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　これまでに「早起き・早寝」の大切さや、それを実行する
ためのポイントについてお伝えしてきました。今回は実際にい
ろんな家庭でどんな工夫をされているかをお伝えします。
●子どもの生活リズムを大人に合わせない
　３歳くらいまでは、祖父母の家で夜まで遊び、寝るのは夜
10時ごろ。生活リズムが乱れがちだったので、祖父母と話し
合い、夜９時前には必ず寝かせるようにしました。それからは
毎朝体調もよく、ぱっと起きられるように。子どもの生活リズ
ムを大人の都合に合わせてはだめなんですね。
●休日も生活リズムを変えないように
　休日は、テレビやゲームでいつも夜更かし。月曜日の朝は、
何だかグッタリ。そんな状態が続いたので、出かけたり外食
したりしても遅い時刻にならないように、生活リズムにも気を
つけるようになりました。今は月曜日も元気に登園しています。
休日と平日のリズムをなるべく変えないようにしたのがよかっ
たみたいです。
●お気に入りの目覚まし時計ですっきり起床
　カーテンを開けて朝日を入れる。生活音（台所の音）が聞
こえるように、寝室の扉を少し開ける。好きなアニメの目覚
まし時計を自分で寝る前に設定する。寝起きが悪かったのに、
これらの工夫で自分から起きるようになりました。
●必要な睡眠時間を家族でチェック
　子どもに必要な睡眠時間をチェック。起きる時刻から逆算

して、寝る時刻を決めています。私の子どもは、10時間くらい
がちょうどいいみたい。寝る時刻になったら、忙しくても協力
し合って寝かしつけています。
●夕食と入浴の順番を入れ替えて、のんびりタイムを
　時間がある日に食事を作り置きしたり、夕食前に入浴を済ま
せたりして、寝る時刻までのんび
りと家族ですごします。そうする
と、就寝準備がスムーズになるし、
親もゆったりとした気持ちになれ
るんです。家族での団らん、の
んびりタイムを作ることが、我が
家のリズムを安定させるための最
大の秘訣ですね。
●読み聞かせスムーズに寝かしつけ
　毎週土曜日に、図書館に行って子どもが選んだ本を２，３冊
借りてくることが、１週間のリズムの一つ。借りてきた本は、
毎日寝るときに、親が交代で読んで聞かせています。この習
慣で、子どももスムーズに眠ることができるようです。

　いかがだったでしょうか？参考になったこと、真似できそう
なことはあったでしょうか？できることからでよいと思います。
自分の健康、子どもの健やかな成長・発達のためにぜひ実行
してみましょう。

　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろい
ろな相談に応じます。健康手帳をお持ちの
人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦3月１日㈫ 14時～ 15時 
　／立花総合保健福祉センター「かがやき」
◦3月2日㈬ 14時～ 15時 
　／上陽公民館和室
◦3月7日㈪ 9時30分～ 11時
　 ／八女市保健センター
◦3月11日㈮ 14時～ 15時 
　／星野総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦3月17日㈭ 14時～ 15時 
　／ 矢部基幹集落センター
◦3月28日㈪10時30分～ 11時30分 
　／黒木支所第３会議室

【旧八女市・立花町の皆さん】
♥受付時間　13時15分～14時30分
♥会場　やめっこ未来館
◦日にち・対象 
3月8日㈫＝10か月児（平成27年5月生）
3月16日㈬＝4か月児（平成27年11月生）
3月22日㈫＝1歳6か月児（平成26年9月生）
3月24日㈭＝3歳児（平成25年3月生）

【旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん】
◦日時＝3月15日㈫13時30分～14時30分
◦会場＝黒木地域交流センター「ふじの里」

◦対象＝1歳6か月児（平成26年8月～ 9月
生）／ 3歳児（平成25年2月～ 3月生）
※対象者には個別に通知します。
※事前に連絡いただくと、どちらの会場で
も健診を受けることができます。

　離乳食初期（5～6か月児）のお話と調理。
参加する人は事前に健康推進課までお申し
込みください。定員15人。託児あり（要申込）。
◦日時＝3月17日㈭ 10時～ 13時 ※受付9
時30分～　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝エプロン、三角布、手ふき
タオル、筆記用具、材料費300円

　離乳食中期・後期（7か月児～1歳児ごろ）
のお話。参加する人は事前に健康推進課ま
でお申し込みください。定員10人。託児あ
り（要申込）。
◦日時＝3月10日㈭ 10時～ 12時 
　※受付9時30分～
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品＝手ふきタオル、筆記用具、母
子健康手帳

　子育てのことで、少しでも心配なことが
あったらお気軽にご相談ください。身長・
体重測定もできます。母子健康手帳をお持
ちください。※相談日以外でも、窓口や電

話で子育て相談を行っています。
◦日時＝3月2日㈬ 9時30分～ 11時 ／ や
めっこ未来館
◦日時＝3月17日㈭ 14時～ 15時 ／ 矢部
基幹集落センター
◦日時＝3月18日㈮ 13時15分～14時30分 
／ やめっこ未来館

　心理士による個別相談です。対象者は年
齢を問わず、成長発達面に不安のある人で
す。心配なことがあればお気軽にご相談く
ださい。※予約制

【八女市保健センター】
◦ 3月10日㈭ 9時～ 16時
    3月24日㈭ 9時～ 12時

【黒木地域交流センター「ふじの里」】
◦3月15日㈫ 9時～ 16時

　心理士による個別相談です。対象者は市
内在住で、こころに悩みがある人です。お
気軽にご相談ください。※予約制
◦日時＝3月23日㈬13時30分～ 15時受付
◦会場＝おりなす八女研修棟2階第5研
修室

乳幼児心理相談

３
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

生活習慣を整えるために「こんなふうにやってみました」体験談

もぐもぐ！かみかみ！離乳食教室

ベビーズクッキング

健 康 コ ラ ム
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市
長
等
お
よ
び
議
員
の
平
成
27
年
資
産
等
報

告
書
の
審
査
を
八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
に
依

頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
１
月
15
日
付
で
審
査
結

果
を
取
り
ま
と
め
た
審
査
意
見
書
が
同
審
査
会

か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の

要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
審
査
意
見
書
は
、
総
務
課
ま
た

は
議
会
事
務
局
に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご

覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会

　
　
　
　
　
　
会
　
長
　
　
小
原 

清
信

　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
　
伊
藤 

修
一

　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
塩
塚

 

修

　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
野
間
口
幸
江

　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
堤
　  

　
裕 

介

　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
樋
口
　
好
枝

　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
松
﨑
美
登
里

　

   

八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
で
は
、
八
女
市
長

か
ら
審
査
を
求
め
ら
れ
た
市
長
等
お
よ
び
議
員

の
「
平
成
27
年
資
産
等
報
告
書
」
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
、
審
査
の
経
過
お
よ
び
結
果
を
審
査

意
見
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
八
女
市
に
お
け
る
政
治
倫
理
制
度
の
根
拠
と

な
っ
て
い
る
八
女
市
政
治
倫
理
条
例
（
以
下
「
条

例
」）
お
よ
び
八
女
市
政
治
倫
理
条
例
施
行
規
則

（
以
下
「
規
則
」）
が
改
正
さ
れ
、
平
成
27
年
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
か
ら
、八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
（
以

下
「
審
査
会
」）
は
、
こ
の
新
し
い
条
例
お
よ
び

規
則
に
基
づ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
ま

ず
、
新
し
い
条
例
等
の
主
な
改
正
点
を
記
し
て

お
き
ま
す
。

【
改
正
の
理
由
】
現
代
に
お
い
て
は
、
配
偶
者
と

い
え
ど
も
お
互
い
の
収
入
や
資
産
に
立
ち
入
ら
な

い
考
え
方
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
配
偶
者
の
名

義
を
使
っ
て
不
正
な
蓄
財
を
す
る
よ
う
な
行
為

は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
た
め

【
改
正
の
理
由
】　
数
千
円
程
度
の
出
資
金
も
報

告
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、
50
万
円
に
満
た
な
い

有
価
証
券
は
運
用
益
も
僅
少
で
あ
る
た
め

【
改
正
の
理
由
】　
生
命
保
険
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

保
障
形
態
が
あ
り
、
貯
蓄
性
か
否
か
の
判
断
が

難
し
い
上
、
満
期
金
を
担
保
に
借
入
を
し
て
い
る

場
合
や
、
個
人
年
金
を
受
給
中
の
場
合
が
あ
り
、

資
産
と
し
て
の
評
価
が
難
し
い
た
め

【
改
正
の
理
由
】　
所
得
税
や
自
動
車
税
な
ど
不

利
益
に
直
結
す
る
税
の
未
納
は
ほ
ぼ
考
え
ら
れ

な
い
た
め

　
当
審
査
会
は
、
条
例
第
１
条
に
掲
げ
ら
れ
た

目
的
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
条
例
第
９
条
第
３

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
長
等
４
件
、
市
議
会

議
員
26
件
、
計
30
件
の
資
産
等
報
告
書
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
に
際
し
て
は
、
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報

告
書
と
証
明
書
類
と
を
照
合
す
る
と
と
も
に
、

疑
問
点
に
つ
い
て
は
過
去
の
報
告
内
容
と
比
較

す
る
方
法
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

《
審
査
意
見
》

　
市
長
等
の
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産

等
報
告
書
お
よ
び
平
成
27
年
４
月
の
八
女
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
26
人
の
議
員

の
就
任
時
現
在
の
資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
ま
し
た
が
、
市
長
等
お
よ
び
議
員
に
つ

き
ま
し
て
、
条
例
第
５
条
第
４
項
に
よ
り
提
出

を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
証
明
書
類
は
、
お
お
む

ね
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
長
等
お
よ
び
議
員
の
資
産

等
報
告
書
の
記
載
内
容
を
正
確
に
点
検
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

《
提
出
依
頼
お
よ
び
照
会
状
況
》

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
資
産
等
報
告
書
に

記
載
さ
れ
た
内
容
の
正
確
性
を
期
す
る
た
め
、

条
例
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
該
当

者
に
対
し
照
会
し
、
文
書
に
よ
る
回
答
と
証
明

書
類
の
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

　
提
出
依
頼
ま
た
は
照
会
し
た
提
出
義
務
者
は
、

お
お
む
ね
指
定
期
日
ま
で
に
提
出
ま
た
は
回
答

さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
証
明
書
類
お
よ
び
回
答
内

容
に
つ
い
て
は
、
当
審
査
会
と
し
て
お
お
む
ね
承

認
で
き
る
も
の
で
し
た
。

　
本
年
度
の
審
査
対
象
は
、
平
成
27
年
４
月
の

改
選
か
ら
、
議
員
定
数
が
30
人
か
ら
26
人
に
削

減
さ
れ
、
ま
た
、
条
例
改
正
に
よ
り
本
年
度
か

ら
配
偶
者
に
係
る
資
産
等
報
告
義
務
が
撤
廃
さ

れ
た
た
め
、
昨
年
の
65
件
か
ら
35
件
減
り
30
件

と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
各
委
員
で
事
前
に
審
査

点
検
を
行
っ
た
後
、
３
班
編
成
に
よ
る
班
協
議
、

さ
ら
に
全
体
会
議
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
を
重

ね
、
資
産
等
報
告
書
を
審
査
し
た
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

⑴
提
出
義
務
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告

書
の
ほ
と
ん
ど
は
、お
お
む
ね
正
確
に
記
載
さ
れ
、

ま
た
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
証
明
書
類

も
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

⑵
今
年
度
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
の
内
容

に
加
え
、
疑
問
点
に
つ
い
て
は
過
去
の
報
告
内
容

と
比
較
検
討
し
な
が
ら
審
査
し
ま
し
た
。
こ
の
中

で
、
一
部
の
記
載
誤
り
（
記
入
漏
れ
含
む
）、
証

明
書
添
付
不
備
の
指
摘
お
よ
び
預
貯
金
等
の
資

産
形
成
の
疑
問
を
照
会
し
、
指
摘
に
対
す
る
訂

正
・
是
正
並
び
に
疑
問
内
容
に
関
す
る
回
答
を

受
け
ま
し
た
。

資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
の
審
査
意
見
書
要
旨

は
じ
め
に

（
八
女
市
政
治
倫
理
条
例
お
よ
び
八
女

市
政
治
倫
理
条
例
施
行
規
則
の
改
正
）

２ 

審
査
結
果

◉
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
総
務
法
制
係
（
☎
２
３・１
１
１
１
）

１ 

資
産
等
報
告
書
の
審
査

⑴
配
偶
者
に
係
る
資
産
等
報
告
書
の
提
出
義

務
の
廃
止
　

⑵
有
価
証
券
の
報
告
対
象
を
50
万
円
以
上
の

も
の
に
限
定

⑶
貯
蓄
性
保
険
の
報
告
義
務
の
廃
止

⑷
国
税
お
よ
び
県
税
に
係
る
納
付
状
況
の
報

告
義
務
の
廃
止

○ 問い合わせ＝学校教育課学務係（☎２３・１９５４）
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３　
調
査
結
果
の
概
要 

⑴
平
成
27
年
度
学
力
・
学
習
状

況
調
査
結
果

　
市
内
各
小
学
校
、
中
学
校
の

結
果
は
上
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で

す
。

４　
今
後
の
対
策

《
学
校
で
の
取
り
組
み
》

▽
基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着
と
と

も
に
、
意
欲
を
高
め
る
「
め
あ
て
」

や
的
確
な
「
ま
と
め
」
の
あ
る
授

業
、
言
語
活
動
（
文
章
を
書
く
、

筋
道
立
て
て
説
明
す
る
等
）
を
重

視
し
た
授
業
を
行
い
、
自
分
の
考

え
を
し
っ
か
り
持
っ
て
子
ど
も
同

士
が
共
に
学
び
合
う
授
業
を
さ
ら

に
推
進
し
ま
す
。

▽
小
中
一
貫
教
育
、
小
中
連
携
教

育
を
一
層
推
進
し
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
の

た
め
の
授
業
、
学
習
規
律
・
家
庭

学
習
・
基
本
的
な
生
活
習
慣
等
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い

き
ま
す
。

▽
少
人
数
指
導
教
員
等
を
活
用

し
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
習
熟
の

程
度
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導

の
継
続
・
充
実
に
努
め
ま
す
。

▽
学
力
向
上
プ
ラ
ン
（
達
成
目
標

や
取
り
組
み
等
）、
学
力
向
上
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
作
成
し
、
成
果
と
課

題
を
ま
と
め
な
が
ら
、
ス
モ
ー
ル

ス
テ
ッ
プ
で
指
導
の
改
善
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

▽
家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を

深
め
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
学

力
や
生
活
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

《
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
》

▽
学
力
調
査
結
果
を
分
析
・
考
察

し
、
課
題
対
応
学
校
訪
問
等
を
通

し
て
、
市
内
小
中
学
校
の
学
力
向

上
策
等
に
つ
い
て
の
指
導
・
助
言

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

▽
学
力
向
上
に
向
け
て
、
学
校
経

営
、
学
習
指
導
等
へ
の
指
導
・
支

援
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
八
女
市
独
自
に
よ
る
少
人
数
指

導
教
員
、
支
援
員
、
介
助
員
、
図

書
司
書
等
の
効
果
的
配
置
（
27

年
度
は
合
計
98
人
）
と
活
用
の
継

続
・
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
市
や
学
校
の
教
育
課
題
解
決
お

よ
び
教
師
の
指
導
力
向
上
の
た
め

教
育
研
究
所
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
り
ま
す
。

５　
ご
家
庭
へ
の
お
願
い

   

教
育
の
出
発
点
は
家
庭
で
す
。

家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
よ
り
よ

い
生
活
・
学
習
習
慣
を
身
に
付
け

さ
せ
れ
ば
、
学
力
は
確
実
に
伸
び

ま
す
。 

特
に
、
八
女
市
教
育
の

日
で
の
、
八
女
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
宣
言
に
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
、
携
帯
・
ス
マ
ホ
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ご
家
庭
で
お
子
さ

ん
と
十
分
話
し
合
い
を
し
て
い
た

だ
き
、
適
正
な
使
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
に
お
け
る
八
女
市
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
調
査

の
目
的
は
、
全
国
の
児
童
生
徒
一
人

一
人
の
学
習
状
況
を
把
握
し
、
そ
の

改
善
や
指
導
に
役
立
て
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
本
年
度
、
本
市
の
小
学

校
に
お
い
て
は
、
算
数
Ｂ
の
平
均
が

わ
ず
か
に
下
ま
わ
っ
た
も
の
の
全
体

的
に
は
安
定
化
傾
向
に
あ
り
、
中

学
校
に
お
い
て
は
平
均
に
は
届
か
な

か
っ
た
も
の
の
、
昨
年
度
の
結
果
に

比
べ
ど
の
領
域
で
も
大
幅
な
改
善
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
調
査
に

よ
っ
て
測
定
で
き
る
の
は
、
学
力
の

特
定
の
一
部
で
あ
る
こ
と
に
ご
留
意

く
だ
さ
い
。
本
年
度
の
結
果
は
、
こ

れ
ま
で
の
各
学
校
の
授
業
改
善
、
児

童
生
徒
の
努
力
、
ご
家
庭
や
地
域

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
各
種
研
修

会
の
積
み
重
ね
の
成
果
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

１　
実
施
対
象
学
年 

小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生

２　
調
査
内
容

◦
教
科 （
国
語
、
算
数
・
数
学
、
理

科
※
本
年
度
の
み
）※ 

問
題
Ａ（
主

と
し
て
知
識
）、 

問
題
Ｂ
（
主
と
し

て
活
用
）

◦
生
活
や
学
習
状
況
の
様
子
（
児

童
、
生
徒
へ
の
質
問
紙
）

100

  60

  80

  40

  20

    0
国語 A 国語 B 算数 A 算数 B 理科

100

  60

  80

  40

  20

    0
国語 A 国語 B 数学 A 数学 B 理科

72.271.369.8 70 68.867.5 65.165.4
75.974.774.775.2

44.444.5 44.2 45

63.3 60.759.560.8

73.5 73.274.675.6
63.963.261.565.8 62.960.862.264.4

39.137.739.841.6
50.649.551.3 53

▽市内小学校15校の結果

▽市内中学校10校の結果

全国学力・学習状況調査結果をお知らせします
教育のページ

　
八
女
市
の
学
力
調
査
結
果

八女市

福岡県
全　国

南筑後

八女市

福岡県
全　国

南筑後

（点）

（点）

○ 問い合わせ＝学校教育課学務係（☎２３・１９５４）
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ジ
ャ
ー
中
尾
さ
ん
（
☎
０
８
０
・
６

４
２
０
・
５
６
４
３
）

　
参
加
希
望
者
は
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料

◦
日
時
＝
３
月
５
日
㈯
13
時
30
分

～
16
時
（
受
付
13
時
～
）

◦
場
所
＝
九
州
大
谷
短
期
大
学
「
大

谷
講
堂
」
筑
後
市
蔵
数
４
９
５
―
１

◦
内
容
＝
▽
映
画
「
毎
日
が
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
２
」
▽
基
調
講
演
「
認
知

症
介
護
に
大
切
な
こ
と
」
関
口
祐

加
監
督
▽
意
見
交
換
会
な
ど

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー
植
田
病
院

事
務
局（
☎
＆
フ
ァ
ク
ス
０
９
４
２・

５
３
・
５
１
８
５
）

　
野
外
活
動
を
通
し
て
自
然
を
学

び
、
協
調
精
神
を
育
み
ま
す
。

◦
活
動
＝
月
２
回
、
土
・
日
に
活
動

◦
募
集
＝
新
年
度
で
小
学
１
年
生

か
ら
中
学
３
年
生

◦
問
い
合
わ
せ
＝
小
川
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
２
０
８
５
・
８
０
０
５
）

◦
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す
る

ン
ス・３
Ｂ
体
操
・コ
ー
ラ
ス・マ
ジ
ッ

ク
・
手
話
・
社
交
ダ
ン
ス
・
吟
詠
・

タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
）
▽
午
後
か
ら

の
発
表
の
後
に
は
西
日
本
短
期
大

学
附
属
高
校
演
劇
部
に
よ
る
「
白

雪
姫
（
仮
題
）」
と
お
楽
し
み
抽
選

会
▽
リ
サ
イ
ク
ル
雑
誌
の
提
供
▽
６

日
昼
食
に
は
３
０
０
円
で
男
性
料

理
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
カ
レ
ー
を
販
売

◦
問
い
合
わ
せ
＝
働
く
女
性
の
家
・

立
花
公
民
館
（
☎
３
７・１
５
２
２
）

　
会
員
一
同
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

▽
展
示
部
門

◦
日
時
＝
３
月
５
日
㈯
～
６
日
㈰

９
時
～
17
時
※
６
日
は
16
時
ま
で

◦
場
所
＝
上
陽
公
民
館

▽
芸
能
発
表
・
お
茶
の
会

◦
日
時
＝
３
月
６
日
㈰
10
時
～
15
時

◦
場
所
＝
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
町
文
化
連

盟
西
木
さ
ん
（
☎
５
４・２
２
５
５
）

　
白
壁
の
町
並
み
（
歩
行
者
天
国
）

で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
八
女
の
市
を

開
催
し
ま
す
。
伝
統
工
芸
品
、
子

ど
も
服
、お
も
ち
ゃ
、手
作
り
小
物
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
６
日
㈰
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
福
島
の
白
壁
の
町
並
み

◦
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
国
レ
ン

ら
八
女
市
上
下
水
道
局
・
黒
木
支

所
建
設
課
・
企
業
団
窓
口
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
上
下
水
道
局

（
☎
２
３
・
１
１
０
７
）
▽
黒
木
支

所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
８
）

▽
県
南
広
域
水
道
企
業
団
（
☎
０

９
４
２
・
２
７
・
１
５
６
３
）

◦
勤
務
先
＝
福
岡
県
筑
後
労
働
者
支

援
事
務
所
（
県
久
留
米
総
合
庁
舎
）

◦
採
用
人
数
＝
１
人

◦
業
務
内
容
＝
子
育
て
女
性
の
就

業
相
談
に
関
す
る
業
務
（
働
き
方

や
就
職
活
動
に
関
す
る
相
談
、
求

人
情
報
や
保
育
情
報
等
の
提
供
）

◦
応
募
要
件
＝
就
業
相
談
・
人
事
労

務
管
理
の
経
験
が
10
年
以
上
あ
る
こ
と

◦
任
用
期
間
＝
平
成
28
年
４
月
１

日
～
平
成
29
年
３
月
31
日
（
更
新

の
可
能
性
あ
り
）

◦
勤
務
時
間
・
給
与
＝
８
時
30
分

～
17
時
15
分
、
土
日
祝
ほ
か
休
み
、

県
営
住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
・
受
付
期

間
＝
２
月
29
日
㈪
～
３
月
８
日
㈫

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
＝
県

住
宅
供
給
公
社
、
同
公
社
筑
後
管

理
事
務
所
、
大
牟
田
出
張
所
、
市

役
所
都
市
計
画
課
、
各
支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社
（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　
水
道
事
業
者
が
行
う
水
質
検
査

は
、
水
道
法
に
基
づ
き
検
査
計
画

を
策
定
し
公
表
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
八
女
市
お
よ
び
八
女
市
へ
上
水

道
用
水
を
供
給
し
て
い
る
県
南
広
域

水
道
企
業
団
で
は
、
平
成
28
年
度

に
行
う
水
質
検
査
計
画
（
案
）
を

公
表
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
た
計
画
を
作
成
し
ま

す
の
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◦
意
見
募
集
期
限
＝
２
月
29
日
㈪

※
水
質
検
査
計
画
は
、
４
月
１
日
か

◦
日
時
＝
２
月
28
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

◦
場
所
＝
八
女
市
働
く
女
性
の
家
・

立
花
公
民
館

◦
内
容
＝
【
５
日
】
展
示
の
み

【
６
日
】▽ 

展
示（
押
し
花・水
墨
画・

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・
生
花
・
飛
形
パ

ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
）
▽
発
表
（
フ
ラ
ダ

ふらっち広場からのお知らせ
八女市本村 425-61（☎ 24・3022） 
☀開館日＝火・水・木（10時～17時
開館）・土・日（10時～16時開館）
★外出「太宰府天満宮」
◦日時＝ 2 月20日㈯ 10 時ふらっち広
場出発◦参加費＝ 300 円※要申込
★アロマテラピー講座
◦日時＝ 2 月 27 日㈯ 13 時 30 分～
◦場所＝ふらっち広場◦参加費＝アロ
マループスプレー作り＆アロマハンド
マッサージ 300 円

★美♡アップ
◦日時＝ 3 月 5 日㈯ 13 時 30 分～
◦場所＝ふらっち広場◦メニュー＝メイク、
ネイル、スキンケア、デコアート各 200 円
★お菓子作り「チョコチップ入り
ホイルケーキ」
◦日時＝ 3 月 12 日㈯ 13 時 30 分～
◦場所＝ふらっち広場
◦参加費＝実費

■日曜日も近くに外出することがあり
ます。

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター上

水
道（
簡
易
水
道
）
水
質
検

査
計
画（
案
）
の
策
定・
意
見

県
営
住
宅
入
居
者

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
八
女
第
一
団

福
岡
県
子
育
て
女
性
就
業
ア
ド

バ
イ
ザ
ー（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）

教
室
・
講
座

認
知
症
公
開
講
座

八女市献血推進協議会
（☎ 23・5816）

献血にご協力ください

日にち 時　間 場　所

3/8
㈫

10:00～11:30 
12:30～15:30

株式会社 
熊谷光玉園
（井延）

3/10
㈭

10:00～11:30 
12:30～15:30

ふじの里
（黒木）

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

第
14
回
八
女
市
働
く
女
性
の

家
・
立
花
公
民
館
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
八
女
の
市

第
６
回
総
合
文
化
祭（
上
陽
）
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設
、
形
状
の
変
更
、
撤
去
等
が
発

生
す
る
場
合
は
、
別
途
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
管
轄
の
本
庁
・

各
支
所
建
設
課
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
建
設
課
総
務

管
理
係
（
☎
２
３
・
１
９
７
１
）
▽

黒
木
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１

１
１
７
）
▽
立
花
支
所
建
設
課
（
☎

２
３
・
４
９
３
０
）
▽
上
陽
支
所

建
設
経
済
課
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４

７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

　
過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
人
に
は
、
国
か
ら
補
償

金
（
和
解
一
時
金
）
が
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。す
で
に
亡
く
な
っ
た
人
も
、

療
養
所
に
入
所
し
た
こ
と
が
な
い

人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
補
償
金

の
申
請
手
続
き
期
限
は
平
成
28
年

３
月
31
日
で
す
。
訴
訟
の
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
窓
口
＝
▽
公
益
財
団
法
人

沖
縄
県
ゆ
う
な
協
会
（
☎
０
９
８
・

８
３
２
・
９
５
２
８
）
▽
法
律
事
務

所
（
☎
０
９
８
・
９
３
８
・
４
３
８

１
）▽
厚
生
労
働
省（
難
病
対
策
課
）

☎
０
３
・
５
２
５
３
・
１
１
１
１
内

線
２
３
６
９

ま
で
必
要
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
は
福
岡
県
の
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
男
女
共
同

参
画
推
進
課
、
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」、
県
民
情

報
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
県
民
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
市
町
村
男
女
共
同
参

画
担
当
課
な
ど
に
備
え
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
男
女
共
同
参

画
推
進
課
参
画
推
進
係
（
☎
０
９

２
・
６
４
３
・
３
３
９
１
）

▽
山
の
井
用
水
路

◦
期
間
＝
３
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

▽
中
の
井
用
水
路

◦
期
間
＝
３
月
6
日
㈰
～
27
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選

出
方
法
が
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る

公
選
制
か
ら
市
長
に
よ
る
任
命
制

に
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

平
成
28
年
度
以
降
は
、
農
業
委
員

会
選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
行
わ
な

い
こ
と
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
例

年
１
月
に
提
出
い
た
だ
い
て
い
る

「
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
の
登
載

申
請
」
の
手
続
き
が
不
要
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
委
員
会
事

務
局
（
☎
２
３
・
２
４
０
７
）

　
道
路
や
水
路
の
占
用
許
可
は
、

通
常
５
年
後
の
３
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
占
用
期
間
が
満
了

に
な
る
前
に
更
新
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

◎
更
新
手
続
き
の
流
れ

　
占
用
期
間
満
了
前
に
『
占
用
継

続
許
可
申
請
書
』
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
送
付
さ
れ
た
申
請
用
紙
に

署
名
、
押
印
の
上
、
建
設
課
ま
た

は
各
支
所
の
建
設
課
担
当
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
初
旬

に
許
可
書
お
よ
び
納
付
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
４
月
末
ま
で
に
占
用

料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
送
付

さ
れ
た
許
可
書
は
、
建
築
確
認
や

土
地
売
買
の
際
に
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
５
年
後
の

更
新
ま
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
そ
の
他
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
占
用
者
の
名
義
や
住
所
等
が
変

更
に
な
る
場
合
、
占
用
物
件
の
移

月
15
日
勤
務
、
日
額
８
９
４
０
円
、

通
勤
手
当
あ
り
、
賞
与
な
し

◦
選
考
方
法
＝
面
接
（
面
接
日
２

月
29
日
㈪
・
３
月
１
日
㈫
）

◦
提
出
書
類
＝
履
歴
書
お
よ
び
職

務
経
歴
書
（
郵
送
ま
た
は
持
参
）

◦
応
募
締
切
＝
２
月
22
日
㈪

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所
（
☎
０

９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
）

◦
応
募
資
格
＝
▽
県
内
居
住
の
満

20
歳
以
上
の
人
（
平
成
28
年
１
月

１
日
現
在
）
▽
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
関
心
が
あ
り
、
同
審
議
会
に

出
席
で
き
る
人
（
年
数
回
、
平
日

に
福
岡
市
内
で
開
催
）

◦
公
募
委
員
数
＝
４
人
以
内

◦
応
募
方
法
＝
２
月
26
日
㈮
ま
で

に
福
岡
県
男
女
共
同
参
画
推
進
課

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た

春
季
停
水

ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

県
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

道
路
・
水
路
の
占
用
期
間
満
了

に
伴
う
更
新
手
続
き

①教育相談室長
◦資格＝教員免許を有する人
◦募集人員＝１人
②スクールソーシャルワーカー
◦資格＝社会福祉士資格を有する人
◦募集人員＝１人
※スクールソーシャルワーカーとは社会福祉の
専門的な知識、技術を活用し、問題を抱えた児
童生徒を取り巻く環境に働きかけ、家庭、学校、
地域の関係機関をつなぎ、児童生徒の悩みや抱
えている問題の解決に向けて支援する人です。
◦受付期間＝ 2 月17日㈬～ 2 月29日㈪
※土・日・祝日を除く。郵送の場合は 2 月29
日㈪必着
◦試験日＝ 3 月6日㈰
◦選考方法＝書類審査、作文および面接
◦提出書類＝申込書（学校教育課に準備）、資
格証明書の写し
◦申込・問い合わせ＝学校教育課総務係

（☎ 23・1954）

　岩戸山歴史文化交流館の館長を募集します。
⃝募集人員＝１人
⃝業務内容＝岩戸山歴史文化交流館館長とし
て館の管理・運営および各種事業の企画立案、
収蔵品の管理・監督、館長主催企画事業（講
座や史跡見学会等）の開催
⃝勤務地＝岩戸山歴史文化交流館
⃝提出書類＝申込書（岩戸山歴史文化交流館
に準備）
⃝試験日＝ 3 月6日㈰
⃝試験会場＝八女市役所
⃝選考方法＝書類審査および小論文・面接
⃝受付期間＝ 2 月16 日㈫～ 2 月26 日㈮※ 2
月22日㈪を除く。郵送は 2 月26日㈮必着
⃝申込・問い合わせ＝文化課 歴史文化交流館
係（岩戸山歴史文化交流館内）☎ 24・3200
八女市吉田1562-1

岩戸山歴史文化交流館館長

教育相談室長 /スクールソーシャルワーカー

市の嘱託職員を募集
《共通》賃金・勤務条件等は八女市の規定による
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■アレルギーのこと（講座）
◦3/2㈬10:00～12:00／参加費有／
託児有／定員になりしだい締切
■気がかりな子を持つ親の集まり（サー
クルあごら）◦3/2 ㈬ 10:00～12:00
■パパママ集まれ！◦3/6㈰10:00～
12:30／「竹でバームクーヘン＆鉄板
焼きそばをつくろう」／参加費有
■マタニティさん集まれ 「生まれてくる
わが子へ～お話＆茶話会～」◦3/8㈫
10:00～12:30／参加費有／託児有
■4か月さん集まれ（10月生まれ）

「産後ヨガ＆ランチ」
◦3/9 ㈬10:00 ～12:30 ／飲み物・バ
スタオル持参／参加費 350 円
■双子ちゃんの集まり（サークルミラク
ルチェリー）日程は広場にて確認ください。

■みんなであそぼう「もこもこ先生の

ファミリービクス」
◦3/6 ㈰ 10:30 ～／講師＝田中もと子
さん／要申込
■プレママ＆ベビーサロン 

「高田先生のハートフルしゃべり場」
◦3/11㈮10:30 ～／要申込／託児有
■ハッピーバースデー♪ 「大型絵本」
◦3/22 ㈫ 10:30 ～／要申込

■ひなまつり会＆パネル～にゃ
◦3/1㈫10:30 ～／子ども 20 人要予約
■GoGo！カ～りる
◦ 3/3 ㈭ 10:50 ～※移動図書館車がき
ます。図書館利用カードをお持ちの人は
ご持参ください。
■おはなしレストラン
◦ 3/7 ㈪ 10:30 ～
■ともだちっていいな♪◦3/9 ㈬10:00 ～
■たまひよらいふ「大きくなったよ☆」
◦ 3/11 ㈮ 10:30 ～／子ども 15 人／
要予約
■すてきな記念日
◦ 3/16 ㈬ 10:30 ～

※誕生月者のみ要予約
■ドレミの森◦ 3/18 ㈮ 10:30 ～
■ふれんどぱーく◦3/25 ㈮ 10:30 ～

■誕生日会とおひなさま
「江戸前飾り寿司を作ろう」
◦3/3 ㈭ 10:30 ～／参加費 500 円
■みんなとあ・そ・ぼ！

「桝永パパとサンドイッチ作り」
◦3/17 ㈭10:30 ～／参加費 500 円

■ 10:00 ～ 15:00
▽矢部集落センター 3/1㈫、16 ㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽辺春コミュニティセンター 3/2 ㈬
▽井延公民館 3/4 ㈮
▽児童センター 3/10 ㈭ 
▽上陽公民館 3/11㈮  
▽勤労青少年ホーム 3/17 ㈭
▽かがやき 3/23 ㈬  
▽室岡公民館 3/24 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 3 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問ふじの里（☎42・3301）

3月6日（日）
いしもと小児科 岩　崎 22・7111
矢部診療所 矢部村 47・2700
ふじわら歯科医院 筑後市 0942・52・4067
みやた眼科 広川町 32・6888
宮城耳鼻咽喉科 筑後市 0942・52・8733
3月13日（日）
山田医院 東唐人町 23・4853
みやざき内科 立花町 37・0008
高山歯科医院 筑後市 0942・53・2728
長崎眼科クリニック 本村 22・6123
3月20日（日）
井上クリニック 新　町 30・2020
クリニックくろぎ 黒木町 42・0887
こが歯科 筑後市 0942・27・7117
3月21日（祝）
江上内科 本　町 24・0113
しばた医院 上陽町 33・7373
近藤歯科医院 筑後市 0942・52・4561
3月27日（日）
藤本産婦人科小児科 東宮野町 23・2733
今村循環器内科 黒木町 33・2115
内藤歯科医院 黒木町 42・4086
冨田眼科医院 本村 23・3455

3月の在宅医当番表 ※変更になっていることがあります
ので電話で確認してください。✚

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村10775-14※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　

問０９０・332０・21９6／やめっこ未来館（☎24・8814）

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131

柳病院（吉田） 23・2176

川﨑病院（納楚） 23・3005

馬場病院（広川町） 32・3511

姫野病院（広川町） 32・3611

筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【3月】6㈰・20㈰・21㉁
公立八女総合病院 （23・4131）

【3月】13㈰・27㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯ 8000

　
市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
次
の
方
が

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

《
再
任
》
太
郎
良
キ
ヌ
子
（
八
女
市
黒
木
町
）

任
期
＝
平
成
30
年
12
月
31
日
ま
で

《
人
権
擁
護
委
員
と
は
》

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
人
た
ち
で
す
。
基
本
的
人
権
の

擁
護
を
目
的
と
し
て
、
地
域
の
住
民
が
人
権

に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、
法
務
局
の
人
権
相

談
所
や
市
の
公
共
施
設
等
に
お
い
て
特
設
人

権
相
談
所
（
な
ん
で
も
人
権
相
談
）
を
随

時
開
設
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。人
権
擁
護
委
員
は
、

あ
な
た
の
街
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
八
女
支
局

（
☎
２
３
・
２
６
０
３
）

人権擁護委員の委嘱について



広報やめ　2016.2.1511

5 /22(日)
 チケット発売

一般 3,000円                                              （全席自由)                                               

一 般 発 売     2 月20日(土) ～
  主催・お問合せ：NPO法人八女ベーゼンドルファー音楽祭プロジェクト
   　　　　　　( 事務局 ) ☎ 080・8580・1740

3月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/
開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

3/5 ㈯ 第 9 回あつまれ！元気もんフェア おりなす
八女 9:30 無料

（昼食・ものづくりコーナー有料）
男女共同参画・
生涯学習課 23・1318

3/6 ㈰

市民との協働によるまちづくり提案事業
としょかん大人塾第 6 回
落語を知って楽しもう
講

あいしてい た む れ
師：愛志亭多夢礼

八女
文化会館
ホール

14:00
受講料無料

※募集 50 名
定員になり次第

締切ります。

NPO 法人
まなびっと八媛 22・2504

3/17 ㈭
春♪そよ風コンサート【パートⅢ】
第１部：
馬場美雅とポインセチアコンサート
第 2 部：深町宏コンサート

はちひめ 14:00 無料
福岡県退職教
職員協会
八女支会

24・4193

3/19 ㈯

おりなす八女スプリングコンサート「春の祭典」
第１部：モーツァルト「魔笛 」～ハンドベル、
ライヤー、ピアノ、ヴァイオリンの調べ～
第 2 部：音の世界旅行
ピアノ、ヴァイオリン、合唱、バレエの演奏

ハーモニー 14:00 （全席自由）500 円 おりなす八女 22・5332

おりなす八女   イベント情 報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

2 /28 (日)

アドバンスド・ミュージック・ギャラリー 八女学院中学高等学校吹奏楽部

（全席自由)
一般 2,000円

高校生以下 800円
(当日500円増)                                                                                           

(当日500円増)                                                                                           

(当日200円増)                                                                                           

１5:00 開演

プロのミュージシャンと
八女学院のコラボレーション

×
MEETS

ハーモニーホール

ジャズとマーチング
のコラボレーションに
よる熱いステージで
す。皆様のご来場を
お待ちしております。

八女学院吹奏楽部
部長　弓削真優佳

 チケット発売中

ディズニープリンセスメドレー
ルパンⅢ世
私のお気に入り

ミスサイゴン
Swing,Swing,Swing　ほか

■１部 AMG × YMG
■３部 AMG × YMG
■２部 AMG  ステージ

6 /12 (日)
高校生以下 1,000円                                              

１5:00 開演

 チケット発売

ハーモニーホール

～美と調和に貫かれたベートーヴェンの真髄を追求
するメジューエワのピアニズム～

一　般   3,000円                                              
友の会   2,500円                                              

ピアノソナタ
「悲愴」、「月光」
「テンペスト」、「熱情」

バガテル
「エリーゼのために」

イリーナ・メジューエワ ピアノリサイタル

（全席指定)                                               

一般発売    2 月26日( 金 ) ～
主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

学生（高校生以下）1,000円                                              

１5:00開演 ハーモニーホール

〈曲 目〉 ラヴェル 「ボレロ 」 （山下ソロ）
ガーシュウイン「ラプソディーインブルー」（デュオ） ほか

山下洋輔（ピアノ） （ピアノ）三舩優子＆

～こころに  のこる  音楽を  あなたに～
第10 回 ベーゼンドルファー音楽祭 2016 春

3 /13(日) １5:00開演 ハーモニーホール

～ヴァイオリンの女神が奏でる情熱の名曲集～
300年の時を経て輝き続ける
ストラディバリウス

一   般   S 席 3,500円                                              

一   般   S 席 6,000円                                              

A 席 3,000円                                              

A 席 5,000円                                              

〈曲 目〉
ピアソラ：リベルタンゴ

ロシア民謡：黒い瞳
モンティ：チャルダッシュ  ほか

モリコーネ：ニュー・シネマ・パラダイス

川井郁子
ヴァイオリンリサイタル

TVQ九州 毎週金曜（22：54～）
「100年の音楽」に出演中♪

（全席指定)                                               

ペア(２枚)割引

全曲ベートーヴェン
プ ロ グ ラ ム



　『柳島の十七夜』（市無形民俗文化財指定）
が１月17日㈰、柳島の若宮神社境内の観音
堂前で行われました。約800年前、当時の
黒木城主の正室が矢部川に身を投げ、その
時に抱いていた観音像が柳島に流れつき、そ
れを通りがかったあめ形売りが引き揚げ、わ
らを焚いて暖めたことが祭りの始まりとされ
ています。そのため、別名「あめ形祭り」と
も言われ、境内では今でもあめ形が売られて
います。当日は雨が降りしきる中、竹やわら
で作られた高さ約10メートルの「ほっけん
ぎょう」に火が付けられると、またたく間に
火は燃え上がり、集まった人たちは1年の無
病息災を祈りました。柳島の桐明俊光区長は、
「歴史あるこの伝統行事を地域住民の力をあ
わせて継承していきたい」と語りました。

　
童
男
山
古
墳
前
で
１
月
20
日
㈬
、「
童
男
山
ふ

す
べ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
秦
の
始
皇
帝

の
命
を
受
け
、
不
老
不
死
の
薬
を
求
め
て
旅
に
出

た
徐
福
が
嵐
に
会
い
こ
の
地
に
漂
着
し
た
際
、
地

元
の
人
々
が
枯
れ
木
や
落
ち
葉
を
燃
や
し
て
徐
福

の
体
を
温
め
た
と
い
う
言
い
伝
え
を
も
と
に
、
童

男
山
・
犬
尾
城
址
保
存
会
（
櫻
木
誠
会
長
）
と
川

崎
小
学
校
（
安
徳
和
幸
校
長
）
が
主
催
し
、
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
白
い
煙
が
た
な
び
く
中
、
６
年
生

16
人
が
紙
芝
居
「
童
男
山
物
語
」
を
上
演
し
ま
し

た
。
櫻
木
会
長
は
「
現
在
、
徐
福
文
化
を
『
世
界

文
化
遺
産
登
録
』
に
と
の
活
動
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
暁
に
は
、
川
崎
小
学
校
・

童
男
山
ふ
す
べ
も
ま
た
世
界
的
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
三
田
村
市
長
は
「
童
男
山

ふ
す
べ
が
地
域
を
あ
げ
て
長
く
続
け
ら
れ
て
行
か

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

ふ
す
べ
に
花
を
添
え
る
よ
う
に
、劇
団
「
さ
く
ら
座
」

の
メ
ン
バ
ー
が
日
中
韓
の
伝
統
的
な
衣
装
に
身
を

包
み
、「
徐
福
の
歌
」
な
ど
３
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
大
籠
地
区
に
伝
わ
る
や
せ
仏
さ
ん
の
縁
日
が
１
月
16

日
㈯
に
あ
り
、
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
や
せ

仏
さ
ん
は
苦
行
す
る
釈
迦
の
姿
を
現
し
た
も
の
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
ら
祀
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ど
こ

か
ら
来
た
の
か
な
ど
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。「
山
の
庄

屋
」
と
呼
ば
れ
る
旧
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
昭

和
59
年
に
大
籠
の
正
八
幡
宮
神
社
の
北
側
に
お
堂
が
建

て
ら
れ
、
８
月
16
日
と
１
月
16
日
の
年
２
回
、
地
元
の

人
た
ち
に
よ
っ
て
縁
日
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
同
地
区
出

身
の
作
家
・
故
中
薗
英
助
さ
ん
の｢

南
蛮
仏｣

に
も
紹

介
さ
れ
、
広
い
地
域
か
ら
お
参
り
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　八女市子ども会育成連絡協議会主催の
「第41回親と子のたこあげ大会」が１月17
日㈰、春の山公園で行われました。12月13
日㈯の「たこ作り教室」で作った凧や手作り
の凧を持参した親子10組が参加し、冬空の
下、元気に走り回りながら世界に一つだけの
オリジナル凧をあげました。また、「日本の
凧の会」会員が飛揚性・安定性・アイデア・
デザイン等を審査する手作りたこのコンテス
トも行われ、上陽北汭学園小３年の山口かり
んさんが最優秀賞に輝きました。

　
黒
木
町
木
屋
地
区
に
あ
る
野
田
山
に
、

今
年
の
干
支
で
あ
る
巨
大
な
「
申さ

る

」
が
出

現
し
ま
し
た
。黒
木
町
の
川
原
孝
行
さ
ん
が
、

山
を
散
策
中
に
偶
然
、
み
か
ん
畑
の
一
角
で

見
つ
け
て
知
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
ヒ
ノ
キ
に
カ
ズ
ラ
が
群
生
し
巻
き

付
い
て
で
き
た
も
の
で
、
川
原
さ
ん
は
「
大

き
な
申
が
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
手
遊
び
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
今
年
の
干
支
で
あ
る

愛
嬌
の
あ
る
申
の
姿
に
癒
や
さ
れ
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

温
か
い
心
を
伝
え
続
け
て

親
と
子
の

た
こ
あ
げ
大
会

やせ仏さんの縁日開かれる

今年の干支
「申」が出現
！？

燃えさかる火に無病息災願う 紙芝居をする川崎小学校児童

雨の中を火が燃え上がりました

大きな申に見えると評判に

苦行する釈迦の姿を現したやせ仏さん

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

1月24 日から 25 日にかけての寒波によ
る最低気温と被害状況は次のとおりです。

《黒木観測所》
　１/24 最低気温  -6.6 度
　１/25 最低気温  -7.9度　※1977 年か 
    らの黒木観測所における観測史上 1位）

《凍結による負傷者数（転倒）》  4 人
《給水管の凍結破損等による断水》
　上水道 132 戸、簡易水槽 958 戸

寒
波
に
よ
る
八
女
市
の

被
害
状
況
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